
　　   決算について
　一般会計歳出決算約 8億 2900 万円の減少 

　 決算審査特別委員会について
　 町村議会議長全国大会に
　正副議長が出席
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ＴＯＰＩＸ
　  平成 28年 9月臨時議会
　　　・9月 8日～9月 16 日（9日間）

　　　・決算の認定など　19議案を審議

　　　・全て全会一致で可決
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　　　平成27年度決算

〇　平成 27 年度十島村一般会計歳入歳出決算の認定について

〇　平成 27 年度十島村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について　

〇　平成 27 年度十島村船舶交通特別会計歳入歳出決算の認定について

〇　平成 27 年度十島村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

〇　平成 27 年度十島村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について

〇　平成 27 年度十島村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について

〇　平成 27 年度十島村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

　　　平成28年度補正予算

〇　一般会計　補正第 2号　+332,327 千円　→　補正後 4,726,996 千円

〇　国保特会　補正第 1号　　+1,307 千円　→　補正後　120,999 千円

〇　介護特会　補正第 1号　　+4,347 千円　→　補正後　  99,812 千円

　　　専決処分

〇　十島村農地利活用に関する条例の一部改正
　　　　期間満了時「平成２８年８月３１日」において、期間中の事業の執行状況等を検証し、真に必要な条例であるかの見極めを行うため、終期を
　　　「平成３２年８月３１日」に定め、延長したものです。

　　　人事案件

〇　十島村教育委員会委員の任命について
　　　　教育委員会委員：口之島　長谷川   裕起   氏が任命されました。

〇　十島村教育委員会委員の任命について
　　　　教育委員会委員：平島　上田   洋子   氏が任命されました。

十島村議会　平成 28年 9月臨時議会　議決結果
19案件を審議　全て全会一致で原案のとおり可決しました。

　　　条例の一部改正

〇　十島村重度心身障害者医療費助成条例の一部改正
　　　　下記の内容の一部改正を可決しました。
　　　　・障害者の定義に難病等を追加　　　　　　　　　　　　　　　　　・重度訪問介護の対象者の拡大
　　　　・ケアホームのグループホームへの一元化などを行うための改正　　・法律の名称の変更
　　　　　これは、「障害者自立支援法」の名称が、平成 24 年 6月に「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合
　　　　支援法）」に改正されていることに伴うものです。

　　　契約の締結

〇　フェリーとしま第一種中間検査及び一般工事請負契約の締結
　　　　契約目的：平成２８年度「フェリーとしま」第一種中間検査及び一般工事
　　　　契約方法：本村建設工事指名競争参加等の基準に基づき３社を選定し、電子入札による指名競争入札で執行。
　　　　契約金額：総額 89,964,000 円
　　　　契約相手：鹿児島ドック鉄工株式会社　代表取締役　野元　達美（平成 28 年 8月 15 日付、仮契約締結）
　　　　工事内容：船舶安全法の規定により実施する検査工事と一般工事
　　　　　　　　　①救命設備の点検・整備
　　　　　　　　　②塗装工事
　　　　　　　　　③主機シリンダー等の整備
　　　　　　　　　④発電機のシリンダー等の整備
　　　　　　　　　⑤主機・補機、及び過給機、並びに減速機等の整備・点検

〇　動産の買入れ
　　　　買入物件：油圧ショベル・ブッシュチョッパー各１台
　　　　契約方法：本村指名競争参加等の基準に基づき 4社を選定し、電子入札による指名競争入札で執行。
　　　　契約金額：総額 16,513,200 円
　　　　契約相手：株式会社ニットク　代表取締役　江夏　洋（平成 28 年 8月 25 日付、仮契約締結）
　　　　納入物品：住友建機株式会社製油圧ショベル
　　　　　　　　　仕様　ＳＨ135Ｘ-6 型、バケット容量 0.50 ㎥、強化型分割式ゴムクローラ、500 ㎏カウンターウェイト付き 
　　　　納入期限：平成 28 年 11 月 30 日

〇　東之浜港改修工事請負変更契約の締結
　　　　契約目的：東之浜港改修工事の請負変更契約
　　　　変更契約金額：34,602,004 円増額の総額 329,500,000 円
　　　　契約相手：吉留建設　株式会社　代表取締役 岩﨑 敏郎（平成 28 年 8月 26 日付、仮契約締結）
　　　　変更内容：ケーソン製作に使用するＦＤの規格を 5,000ｔから 8,000ｔに見直し。
　　　　　　　　　重量的には、4,000ｔのケーソンなので、5,000ｔの規格で十分だが、異形函であるため、縦横の面積
　　　　　　　　　がクリアできず、今回の製作ケーソンに見合ったものを、在港調査を実施して選定したところ、8,000ｔ型となった。
　　　　契約期間：当初契約のとおり平成 29 年 1月 31 日

〇　小宝島港改修工事請負変更契約の締結
　　　　契約目的：小宝島港改修工事の請負変更契約
　　　　変更契約金額：61,074,172 円増額の総額 320,500,000 円
　　　　契約相手：吉留建設　株式会社　代表取締役 岩﨑 敏郎（平成 28 年 8月 26 日付、仮契約締結）
　　　　変更内容：着工前測量結果に基づき数量の変更、上部コンクリート打設を 140 ㎥減し、1,803 ㎥の打設を行う。
　　　　　　　　　被覆ブロック（86.114ｔ）については、現在のケーソン前面に基礎洗掘防止対策として、18 個製作増し、当初数量分と併せて
                                      計 38 個を仮置きし、事業の促進を図るものです。
　　　　契約期間：事業増に伴い、平成２９年２月２８日を１７日間延長し、平成２９年３月１７日

〇　小宝島港泊地（-5.5ｍ）浚渫工事請負契約の締結
　　　　契約目的：小宝島港泊地（-5.5ｍ）浚渫工事
　　　　契約金額：総額 254,556,000 円
　　　　契約相手：竹山建設株式会社（平成 28 年 9月 14 日付、仮契約締結）
　　　　工事内容：浚渫面積　1,985 ㎡　浚渫土量　19,940 ㎥

〇　中之島海岸線道路改良工事請負契約の締結
　　　　契約目的：中之島海岸線道路改良工事
　　　　契約金額：総額 96,336,000 円
　　　　契約相手：竹山建設株式会社（平成 28 年 9月 14 日付、仮契約締結）
　　　　工事内容：護岸嵩上げ工　55ｍ

９月８日（木）～９月１６日（金）(９日間 )

・村長提出議案　１９件

・原案可決（同意等）　　１９件

・平成 27 年度決算の認定について（７件）

・平成 28 年度補正予算について（３件）

・十島村農地利活用に関する条例の一部改正

・十島村教育委員会委員の任命について（２件）

・契約の締結（６件）

開 催 期 間

審議した案件

可決・採決状況

可決した主な議案

▲９月議会の様子

★決算の概要については、
　４ページ～５ページ

★決算審査特別委員会については、
　６ページ～７ページ
　　　　　　　　をご覧ください。

★一般会計補正予算については、
　８ページをご覧下さい。

▲小宝島港



平成２７年度　決算の概要
平成27年度の決算は、先に開催された9月議会で承認されました。
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一
般
会
計

　
・ 

歳
出
決
算
８
億
２
９
０
０
万

　
 　

の
大
幅
減
少（
19.9
％
）

　

前
年
度
に
比
較
し
て
、歳
入
で
約
６
億
７
３
０
０
万
円

（
15.7
％
）の
減
少
で
約
３
６
億
４
６
６
万
円
、歳
出
で
約
８

億
２
９
０
０
万
円（
19.9
％
）の
減
少
で
３
３
億
３
９
５
３

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
歳
出
決
算
の
大
き
な
減
少

の
要
因
と
し
て
は
、港
湾
建
設
、道
路
建
設
な
ど
の
繰
越
が

大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
・ 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
に
よ
り

　

    

増
加（
9.4
％
）

　

前
年
度
に
比
較
し
て
、歳
入
で
約
１
２
０
０
万
円

（
11.1
％
）の
増
加
で
約
１
億
２
８
９
４
万
円
、歳
出
で
約
１

０
０
０
万
円（
9.4
％
）の
増
加
で
1
億
２
６
０
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
歳
出
差
引
額
は
、約
２
８
７
万
円
で

あ
り
、こ
の
余
剰
金
の
内
２
０
０
万
円
を
基
金
に
積
立
し
、

残
額
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。後
期
高
齢
者
支

援
金
や
共
同
事
業
拠
出
金
の
増
加
が
主
な
増
加
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
・
サ
ー
ビ
ス
勘
定
）

　
・
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
開

　

   

始
に
伴
い
増
加（
61.7
％
）

　

前
年
度
に
比
較
し
て
、歳
入
で
約
２
９
０
０
万
円

（
48
％
）の
増
加
で
約
９
２
２
９
万
円
、歳
出
で
約
３
５
０

０
万
円（
61.7
％
）の
増
加
で
約
９
２
２
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。平
成
27
年
度
よ
り
、第
６
期
計
画
に
基
づ
き
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
、地
域
支

援
事
業
を
拡
充
し
歳
入
歳
出
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

船
舶
交
通
特
別
会
計

　
・ 

燃
料
単
価
の
下
落
等
に
よ
り

　
　

減
少（
11.1
％
）

　

前
年
度
に
比
較
し
て
、歳
入
で
約
８
５
０
０
万
円

（
9.3
％
）の
減
少
で
約
８
億
３
７
８
８
万
円
、歳
出
で
約
９

６
０
０
万
円（
11.1
％
）の
減
少
で
７
億
７
７
９
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
は
、国
庫
支
出
期
及
び
県
支
出
金
の

離
島
航
路
補
助
金
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
ほ

か
、消
費
税
、貨
物
運
賃
等
の
減
少
に
よ
り
、前
年
度
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。歳
出
は
、重
油
単
価
の
下
落
等
に

伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
・ 

保
険
料
は
35.8
％
の
増
。

　

    

農
業
所
得
増
加
に
よ
る
。

　

前
年
度
に
比
較
し
て
、歳
入
で
約
８
７
万
円（
13.1
％
）の

増
加
で
約
７
５
５
万
円
、歳
出
で
約
７
８
万
円（
12.3
％
）の

増
加
で
約
７
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
歳
出
差

引
額
は
、約
３
５
万
円
で
あ
り
、次
年
度
に
繰
り
越
し
て
い

ま
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

　
・ 

国
庫
事
業
縮
小
に
よ
り

　

    

減
少（
48.8
％
）

　

水
道
使
用
料
が
若
干
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、簡
易
水

道
再
編
推
進
事
業（
国
庫
）の
事
業
の
縮
小
が
大
き
く
影

響
し
、歳
入
歳
出
決
算
額
は
、前
年
度
よ
り
約
４
４
４
０

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　　地方創生（黒毛和種優良肉用繁殖）

　　特定離島（漁船漁業利便施設）

　　補助離島活性化（水産施設）

　　特定離島（生活物資輸送費補助）

　　地方創生（ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券）

　　温泉施設整備費（ｾﾗﾝﾏ温泉整備他）

　　ななしま運航費

　　ななしま検査工事費

　　道路維持一般経費

　　特定離島（道路環境整備）

　　補助道路新設改良費

　　港湾管理一般経費

　　特定離島（防波堤等整備）

　　地域再生計画事業（港湾）

　　補助港湾建設費

　　単独住宅建設費

　　補助離島活性化（空家改修）

　　特定離島（山海留学）

　　小学校維持補修費

平成27年度実施の主な事業の決算額
（事業費1千万円以上を記載）

　　積立基金費　

　　ブロードバンド施設管理費

　　特定離島（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ対策）

　　出張所費

　　県議会議員選挙費

　　地籍調査経費

　　定住促進対策事業費

　　介護事業所運営事業

　　後期高齢者医療費

　　児童措置費

　　地域子育支援拠点事業

　　診療所費

　　塵芥処理費

　　合併処理浄化槽整備事業

　　就業者育成事業

　　畜産振興対策補助費

　　生産施設整備補助費（畜産）

　　特定離島（畜産振興施設整備）

（単位：円）

282,132,329

37,869,393

21,006,000

54,348,671

13,269,522

13,678,875

25,167,952

12,240,520

13,834,871

10,240,000

30,662,092

177,016,009

26,293,055

11,538,000

30,578,762

13,634,412

12,471,932

40,639,760

45,990,183

21,355,460

27,025,200

10,273,682

13,479,938

20,359,692

13,752,634

15,285,996

20,424,539

51,050,920

186,356,360

12,984,935

40,028,020

85,000,600

236,000,000

40,953,821

10,000,000

12,623,210

17,556,389

総
務
費　
　
　
　
　

             

民
生
費　

        　
　
　

衛
生
費　

       

農
林
水
産
業
費

 

商
工
費　

         　
　

     

土
木
費　
　
　

              　
　
　
　
　

        

教
育
費

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に
出
席

▲ 全国大会の様子
▼ 日本離島センターを訪問

　

平
成
28
年
11
月
8
日
か
ら
9
日
に

か
け
て
、
第
60
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会
と
第
35
回
離
島
振
興
市
町
村

議
会
議
長
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

正
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

金
子
万
寿
夫
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
と

し
た
、
19
名
の
議
員
の
方
々
に
、
新
船

建
造
予
算
措
置
の
お
礼
訪
問
を
い
た
し

ま
し
た
。

自民党  金子万寿夫議員等を訪問 ▼
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平成27年度 決算審査から

〈
教
育
委
員
会
〉

問　

暑
さ
対
策
に
つ
い
て

答　

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、財
政
的

な
部
分
で
な
か
な
か
厳
し
い
。昨

年
は
全
島
保
健
室
に
は
設
置
し

て
い
る
。

問　

国
民
文
化
祭
に
つ
い
て

答　

７
つ
の
島
の
住
民
が
集
ま
っ
て

発
表
し
合
う
こ
と
は
、意
義
の
あ

る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。伝
承

活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
島

の
文
化
を
、イ
ベ
ン
ト
で
披
露
す

る
こ
と
に
よ
り
、再
度
復
活
、ま

た
持
続
し
て
守
ら
れ
て
い
く
と

い
う
利
点
も
あ
る
た
め
、今
後
も

実
施
し
て
い
き
た
い
。来
年
、体

育
大
会
を
実
施
す
る
が
、次
は
文

化
祭
と
い
う
流
れ
を
考
え
て
い

る
。

〈
特
別
会
計
〉

問　

国
保
税
の
収
入
に
つ
い
て

答　

県
の
特
別
交
付
金
は
、収
納
率
が

前
年
度
100
％
、本
年
度
も
100
％
の

見
込
で
あ
れ
ば
、交
付
金
に
225
万

円
加
算
さ
れ
、前
々
年
度
も
100
％

で
あ
れ
ば
更
に
300
万
円
加
算
さ

れ
、計
525
万
円
が
追
加
交
付
さ
れ

る
。平
成
26
・
27
年
度
は
収
納
率

100
％
を
達
成
で
き
て
い
る
。

問　

運
航
代
理
店
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

対
策
に
つ
い
て

答　

前
回
の
指
摘
を
受
け
、3
か
月
周

期
を
目
処
に
船
客
か
ら
上
が
っ

た
意
見
に
つ
い
て
、代
理
店
に
報

告
、そ
れ
に
対
す
る
改
善
事
項
を

口
頭
で
報
告
を
受
け
て
お
り
、

徐
々
に
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
。

電
話
に
つ
い
て
は
、代
理
店
側
も

回
線
を
増
や
す
な
ど
実
施
を
し

て
い
る
が
、荷
受
作
業
等
で
電
話

対
応
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し

ま
う
な
ど
改
善
の
余
地
は
あ
る
。

問　

特
定
健
診
に
つ
い
て

答　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、今

後
も
看
護
師
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。27
年

度
は
積
極
的
支
援
と
動
機
付
け

支
援
の
初
回
面
接
は
で
き
て
い

た
が
、28
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、最
終
面
接
ま
で
保
健
指
導
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

問　

介
護
認
定
に
つ
い
て

答　

保
健
師
、看
護
師
、見
守
り
支
援

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い

き
た
い
。日
々
の
か
か
わ
り
の
中

で
、話
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
関

係
性
も
作
っ
て
い
き
た
い
。バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
な
い
家
が
多
い
の

で
、手
す
り
の
設
置
が
多
く
、目

に
見
え
る
形
で
の
波
及
の
仕
方

を
ま
ず
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
動
に
つ

い
て

答　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
場
合
、月

１
回
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、保
健
師
だ

け
で
は
賄
え
な
い
た
め
、松
下
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
に
委
託
し
て
い
る
。

松
下
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
も
１
人
の

ケ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
７
島
を
な
な

し
ま
を
使
用
し
て
訪
問
し
て
い

る
た
め
、調
整
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の

つ
な
ぎ
を
補
う
必
要
が
あ
る
と

感
じ
る
。連
携
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
島
の

現
状
等
を
深
く
伝
え
る
こ
と
も

必
要
と
感
じ
て
い
る
。

〈
総
務
課
〉

問　

公
債
費
比
率
に
つ
い
て

答　

原
則
、当
該
年
度
償
還
元
金
以
上

の
借
入
は
し
な
い
方
針
で
継
続

す
れ
ば
、公
債
比
率
は
抑
え
ら
れ

る
と
考
え
る
。今
後
は
、通
常
の

値
に
戻
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
で
も
他
の
市
町
村
と
比
較

す
る
と
低
く
な
っ
て
い
る
が
、

18
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
抑
え

て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。

問　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

答　

本
村
は
90
％
以
上
が
償
却
資
産

と
な
り
、原
価
償
却
で
年
々
価
値

が
下
が
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
税

収
も
減
少
す
る
。28
年
度
は
企
業

の
参
入
で
償
却
資
産
の
増
加
が

あ
っ
た
た
め
、調
定
額
が
上
が
っ

た
。一
概
に
家
屋
だ
け
で
は
大
幅

な
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。

問　

各
島
の
避
難
所
の
寝
具
等
の
整

備
状
況
に
つ
い
て

答　

今
年
度
の
特
定
離
島
ふ
る
さ
と

お
こ
し
推
進
事
業
で
、マ
ッ
ト
・

毛
布
に
つ
い
て
は
、各
島
の
人
口

＋
10
組
程
度
を
整
備
す
る
こ
と

で
入
札
が
終
了
し
、今
年
度
整
備

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
〈
住
民
課
〉

問　

地
域
見
守
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

答　

住
み
慣
れ
た
地
域
、自
宅
で
い
つ

ま
で
も
生
活
を
し
た
い
住
民
の

高
齢
者
の
希
望
・
要
望
を
か
な
え

る
た
め
、サ
ポ
ー
ト
を
す
る
旨
で

見
守
り
支
援
員
を
運
用
し
て
い

る
。今
後
、高
齢
者
の
方
々
が

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、支
援

員
な
ど
を
通
じ
て
、村
に
相
談
し

て
ほ
し
い
。

問　

高
齢
者
住
居
環
境
整
備
事
業
と

高
齢
者
等
住
宅
改
装
推
進
事
業

に
つ
い
て

答　

類
似
事
業
で
あ
り
整
理
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。危
険
木
等
に
つ

い
て
も
、現
業
員
な
ど
を
活
用
し

て
、補
助
金
で
は
な
く
支
援
対
策

と
し
て
行
っ
て
い
く
。

〈
地
域
振
興
課
〉

問　

離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
に
つ

い
て

答　

今
年
度
は
、計
画
策
定
と
し
て
浮

き
漁
礁
の
先
進
地
視
察
等
を
計

画
し
て
い
る
。財
政
的
な
問
題
も

あ
る
た
め
、地
元
の
意
見
を
徴
収

し
な
が
ら
協
議
し
、設
置
の
方
向

へ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

自
生
ヒ
サ
カ
キ
の
移
植
に
つ
い
て

答　

28
年
度
は
悪
石
島
に
て
５
千
㎡

を
試
験
的
に
検
討
し
て
い
る
。他

の
島
に
つ
い
て
も
、自
生
ヒ
サ
カ

キ
が
豊
富
な
地
域
が
あ
る
た
め
、

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

〈
土
木
交
通
課
〉

問　

災
害
の
状
況
に
つ
い
て

答　

現
時
点
で
、口
之
島
の
西
之
浜
地

区
及
び
塩
見
峠
等
の
路
線
、平
島

の
南
之
浜
線
の
２
地
区
で
道
路

交
通
規
制
の
処
置
を
行
っ
て
い

る
。口
之
島
は
地
す
べ
り
災
害
等

も
含
め
て
通
行
止
め
。平
島
は
法

面
災
害
で
雨
天
時
の
み
通
行
止

め
と
し
て
い
た
が
、台
風
通
過
後

路
面
の
陥
没
に
よ
り
全
面
通
行

止
め
と
し
て
い
る
。

問　

離
島
活
性
化
交
付
金（
支
障
木
伐

採
）事
業
に
つ
い
て

答　

全
体
で
千
本
程
度
を
実
施
予
定
。

松
く
い
虫
の
対
策
で
は
な
く
、電

線
等
の
支
障
木
の
伐
採
が
対
象

で
あ
る
。口
之
島
、中
之
島
で
も

松
く
い
虫
の
被
害
が
多
く
あ
る

が
、電
線
周
辺
の
方
を
優
先
す
る

旨
説
明
し
て
い
る
。台
風
通
過
後

に
つ
い
て
も
、倒
木
の
処
理
依
頼

が
多
発
し
て
い
る
た
め
、事
業
予

算
が
許
す
限
り
危
険
が
及
ぶ
樹

木
に
対
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
。

決算審査特別委員会　委員長 ： 日高  久志  議員

前々年度

前 年 度

本 年 度

加算交付金

　   国保収納率
　ー

  100％

  100％

225万円

  100％
  100％

  100％

300万円

計525万円

▼見守り支援サロンの様子

▼口之島住人による盆踊り

▼国保特別交付金について

▼中之島の検診の様子 ▼悪石島のヒサカキ
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3 億 3232 万円を追加し、

総額 47 億 2699 万 6 千円へ

平成 28年度
補正予算

総務費　9,980 千円を追加
　・簡易郵便局整備事業
　・離島石油製品流通合理化：安定供給支援事業

民生費　14,702 千円を追加
商工費　2,194 千円を追加
消防費　4,330 千円を追加
　・補助離島活性化（避難施設整備：調査設計）
公債費　12,394 千円を追加

予備費　4,228 千円を追加
災害復旧費　291,385 千円を追加
　・補助農地・林道災害復旧（6 か所）
　・単独林道災害復旧（1 か所）
　・補助道路災害復旧（9 か所）
　・単独道路災害復旧（3 か所）
　・単独文教施設災害復旧（１か所）
　・単独村営住宅災害復旧
　・単独総務関連施設災害復旧（１か所）
　・単独観光関連施設災害復旧（１か所）

　　7 月の大雨、9 月の台風 12 号の通過に伴う異常気象により被災を受けた道路等の災害復
旧事業、平成 28 年度普通交付税額の決定に伴う普通交付税、及び臨時財政対策債の減額補
正、並びに人件費では、７月１日付けの人事異動に伴う各費目間の調整を行っております。

総務費　9,980 千円を追加
各種団体補助費など
　宿泊費助成事業の制度見直しのための
補助金分の増額や、各島で実施している
街路灯、有線放送、テレビ共同受信施設
の新設や修繕等に要する各種団体等補助

費の増額が主になります。

災害復旧費　291,385 千円を追加
　・補助農地・林道災害復旧（6 か所）
　・単独林道災害復旧（1 か所）
　・補助道路災害復旧（9 か所）
　・単独道路災害復旧（3 か所）
　・単独文教施設災害復旧（１か所）
　・単独村営住宅災害復旧
　・単独総務関連施設災害復旧（１か所）
　・単独観光関連施設災害復旧（１か所）

〈その他補正予算（歳出）の主なもの〉
〇  商工費　2,194 千円を追加
　　・中之島アイランドスパ事業工事管理費など

〇  消防費　4,330 千円を追加
　　・避難施設整備事業調査設計

〇  予備費　4,228 千円を追加
〇  その他７月１日付の人事異動による調整を
　  行っております

負担金、補助金及び交付金の事務的補助金では、制度見直しのため、10 月分までを計上していた宿泊費助成事業に要する補助金を 2,500 千円増額し、補正後の事業費を 7,540 千円としております。

　建設的補助金、各種団体等補助費では、各島で実施している街路灯、有線放送、テレビ共同受信施設の新設や修繕等に要する費用の補助金を 5,014 千円、計上しています。

　寄附金では、 

災害復旧費
             291,385 千円を追加
被災施設２３箇所
　主に７月の記録的な豪雨、９月の台風
12 号の通過に伴う異常気象により、被災
した施設について、早期の復旧を図るた
めのものです。

民生費　14,702千円を追加
国保特会操出金など
　国保特会財政安定化支援としての増額
や、介護給付費・低所得者軽減等に係る
介護保険特会繰出金の増額。児童福祉総
務費では、口之島子育て支援拠点施設の
改修経費等の増額が主になります。

公債費　12,394千円を追加
繰上償還前倒し分
　繰上げ償還の時期を半年前倒しするた
め、12,394 千円を増額しています。償還
の財源は、12,000 千円を減債基金から繰
り入れます。
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